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電力系続.における計算機制御システム
Computer ControIElectric Power SYStem

制御用計算機技術の進歩,通信制御技術の進歩により,電力系統における計算機

制御システムも高度なものになってきている｡大規模集中制御所への制御用計算機

の導入,地方給電所への制御用計算機の導入がその好例であり,本稿ではその代表

例,及びその考え方の重点について述べる｡

また,高信頼度制御用計算機の出現に伴い,これらのシステム構成技法にも変化

が生じており.その概要について,具体的なブロック図により説明した｡

l】 緒 言

近年,電力系統設備の総合自動化の機運がいっそう強まr),

中央給電指令所の自動化,集中制御所自動化のステップから,

支店給電所の自動化,二次系統制御所の自動化へと進展して

いる｡

更には,制御用計算機技術,通信制御一技術の発展により,

大規模化,広J或化へと進みつつある｡

本稿では,まず大規模集中制御システム例及び最新の地方

給電所自動化システムの概要について述べ,次いで新鋭制御
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用計算機HIDIC 80を用いた,電力系統制御用計算機システム

ヘの展開について簡単に触れる｡

日 長近の電力系統制御用計算1幾システム

図1に電力系統制御用計算機システムの代表例として,電

力系統総合自動化システムの模式図を示す｡

システムは,一般にハイアラーキ構成を採っており,以下

に述べる大規模集中制御システムは,同図に示したレベル3,
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地方給電所自動化システムレベル2に相当している1)･勿･頚

2.1大規模集中制御システム

2.l.1大規模化の背景

従来,10～20箇所の発･変電所を1グループとした集中制

御所の自動化が一般的であったが,表lに示すような要因で,

これらを更に上位制御所にて統括したり,あるいは対象発･

変電所数を,30～40箇所とした大規模集中制御化の動きがで

ている｡特に通信制御技術の進展,高信頼度計算機システム

構成技術の進展,マルチ コンピュータが容易に組める制御用

計算機の出現(例えばHIDIC 80),マン マシン システムの中

心となるCatbode Ray Tube(以下,CRTと略す)技術の進

展により,この大規模集中制御システムが容易に実施できる

ようになった｡

2.1.2 大規模集中制御システム例

代表的な大規模集中制御システムとして,東北電力株式会

社会津制御所納めのHIDIC500二重系を中心とした計算機制

御システムについて述べる｡

(1)システム構成と考え方

図2に東北電力株式会社会津制御所納めのシステム構成を

示す｡本システムは,HIDIC 500二重系システムで,DUPL-

EX&LOAD-SHARGシステムを採用したユニークなもの

である｡主要入出力装置,補肋記憶装置などは二重化され,

高度の信頼性を保っている｡

表l 大規模化実現の背景 大規模化を必要とするその要因について説

明Lたものである｡

No▼ 要 因

l 計算機.信号伝送路,遠方制御装置などの施設を共用化,保守の一元化

2 連絡業務の合王里化を目的とLた業務の統合

3 共用化,統合化による経済性追求

4 高信頼度計算制御システムの出現

5 通信制御技術の進展

6 マン マシン システム技術の進歩
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表2 ハードウエア多重化に対する考え方 図2のシステム構成に至

つたハードウェア多重化に対する基本的な考え方を吉見明Lたものである｡

No. 基本的な考え方 対 象 機 器

l

停止すると,監視制御業務停止 中央処理装置,磁気ドラム,割

となり,重大な支障を及ぼすも 込み,コンソール入出力装置.
の｡ lC化オペレーターズコンソール,

トランクエクスパンダ

2
停止すると監視制御業務に支障 タイプライタ,ラインプリンタ.

を来すもの｡ カード パンチヤ

3

増設,改造のゴ硬度が比重較的多く,

そのとき停止時間をかなり要す
るもの｡

データ交換入出力装置

4

使用頻度が多いか一時期に集中す 配電卓,発電卓,水系卓

するもので,l台では対処でき

ないもの｡

CRTディスプレイ

莞･変電所の遠方制御は同図のオペレーターズ コンソールか

らHIDIC 500に指令を与えることにより行なわれ,HIDIC 500

は,遠方制御装置の親局としての機能も持つ｡一般に計算機

式遠方f別御装置は1:Ⅳ方式となるが,対象としてし-る発･

変電所数が多いため,同時制御の要求に応じにくいという欠点

があるので,本システムでは計算機式の利点を大幅に生かし,

オペレーターズ コンソールを多重化した〟:Ⅳ方式を開発し

ている｡表2は本システムのハードウェア多重化に対する考え

方を示したものである｡バックアップについては,既設1:1

遠方監視制御装置を残し,この制御盤で行なうものとしている｡

(2)対象業務とその分担

本システムにおける対象業務を図3に示す｡また,これら

業務に関する二重化についての考え方は,表3に示すとおり

である｡これら業務の分担形態はその内容により異なり,監

視制御関係業務の分担形態を図4に,計算処理,記録業務の

分担形態を図5に示す｡図4で,常時はA系で監視制御を行な

っており,A系ダウン時にB系でバックアップするDUPLEX

形態である｡図5では,A系に入力された情報は共通ファイ

ルを介してB系にi壊される｡A系ダウン時には,B系は図4

の監視利子卸業務を分担するので,計算処理,記録業務は一時

中止となる｡その間のデータについては,B系システムにより
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図2 大規模集中制御システム例 東北電力株式会社会津

制御所システムの構成について一例とLて,示したものである｡
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図3 対象業務 図2のシステムで実施する業務について示したものである｡m今後実施するもの
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注:TC/SV=遠方監視制御装置

CDT=サイクリックディジタルテレメータ DXI/0=データ交換入出力装置

区14 監視制御業務分担 A系,B系両系での監視制御業務の弁才旦につい

て,｢常時ム｢故障時+の切替えを中心に説明したものである｡
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表3 ソフトウエアニ重化の考え方 本表の対象業務について両系の

計算機で実施可能のもの.片系の計算機でしか実施できないものについての考

え方を示Lたものである｡

二 重化業務 非 二 重 化 業 務

l.遠方制御装置からのデータ

受信処理

2_ オペレーターズ コンソール制御

3.受信データ監視処理

二倍=…･事故及び横器状態

数値‥･…上下限監視

4.水系制御(含ダム操作関係記録)

5.有効電力制御

記毒気 統計処王里

(日報,月報)

CRTによる監視

水系シミュレーション

出水予測

DXI/′0

中
オペレーターズ

コンソー･ル

共通ファイルに格納され,欠損を防止する｡

2.2 地方給電所システム

2.2.一 地方給電所自動化の背景

地`方給電所は集中制御所からの情報を系統制御所,あるい

は中央給電指令所へ中継すると同時に,その統制下にある集

中制御所に対し,マクロな給電指令を発する役臼を持っている｡

系統増大に伴う監視,制御機能の高度化,対象設備の増加

などによる業務量増大,運転員の省力化,及び運転員の質的

向上の要求に対処するため,自動化を強力に推進する必要が

ある｡制御用計算機技術及び通信制御技術の進展に伴い,こ

れらを駆使した自動化システムの導入が積極的に行なわれて

きている｡

2.2.2 地方給電所自動化システム例

地方給電所自動化システム例として,ある電力会社向けシ

ステムについて,その概要を述べる｡

図6にシステムの構成を示す｡システムは一重系であり,

新鋭の子別御用計算機HIDIC 80を中核とし,ニ将来のマルチ コ

ンピュータ化への拡張に備えている｡

周辺装置の主なものとして,通信制御装置,デ叩夕交換入

出力装置(DXI/0)を導入し,広域通信制御システムを実現し

ている｡また,カラーCRT導入によるマン マシン性の向上

にも十分意を用いたシステム設計ともなっている｡

従来,このクラスの自動化は,HIDIC 350,HIDIC 500で

実施してし-たが,新鋭機HIDIC 80の採用により,図7に示す｡

ラインプリンタへ,
･一

口ギング

タイプライタ
′

(計算処理)

(記録処理)

白系_･････････-･････････････････..･･./

(オフライン系)
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大幅に活用し,給電処理,

fiの盲汁第二機で実一呪し,
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注:TC/SV二遠方監視制御装置

CDT=サイクリックディジタルテレメータ

DXI/0=データ交換入出力装置

図5 計算処理記録処王里業務分担

オンライン データ収集系とそれを用いて計算

処理などを行なうオフライン系との業務分手旦

方う去について説明したものである｡

かつ同機の高パーフォーマンスを

通信処理を含む高度な業務を,1

コスト パーフォrマンスをも｢Fり卜させ
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注:CDT=サイクリックディジタル

テレメータ

DXI/0=データ交換入出力装置

CCU=通信制御装置

図6 システム構成図 HIDIC80を用いた地方給電所自動化システムの

構成例を示すもので,通信制御装置を用いた広域データ通信制御に特長を持つ｡
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CPU

H旧IC350システム(従来システム)

M/D T/W CRT PI/O PI/‾o DXI/O DXI/O RyGub
CE..′CE′.

OPU インタ P王/O DXI/O RyCub

M/D フェース

HIDIC80システム

5面

注:CP〕=中央処理装置 PI/0=プロセス入出力装置

M/D=磁気ドラム Ry Cub=リレーキユーピクル

CE=コントロールエレクトロニクス DXI/0=データ交換入出力装置

図7 従来システムとの比重交 図5のシステムを従来技術のHIDIC350

で構成Lたものと.HIDIC80で構成Lたものとの所要面数を比較して示Lたも

のである｡
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図9 HIDIC 80を用いた大規模システム例

.磁気ドラム

･･-･････････､周辺鏡餅
′

e町軌

...._､オペレーターズ
′ ′

コシソ叩ノシ

___..′､系
統 磐

匡】7に対応Lト‖DIC80

で実現するときのブロック図を示す｡ユニークなバス構造を有効にラ舌用L,マ

ルチ コンピュータ システムで対処することを示している｡3台系,4台系へ

の拡張は容易である｡

田 HIDIC80を用いた今後の展開

以上,代表的なシステムについて述べてきたが,今後,自

動化に対する展開として,大規書莫化,高信頼化が一つの方向

である｡従来,このような大規模システムに対処する方法と

しては,HIDIC 700大形制御用計算機により,図8に示すよ

うなシステム構成を提案していた｡マルチ コンピュータの思

想により,拡張性,応答性の優れたHIDIC 80が出現し,シス

テム構成としては図9に示す方式を今後は提案したい｡図9

は,図8をHIDIC 80で実現するときのブロック図を示したも

のである｡HIDIC 80にダイレクト メモリ アクセス(DMA)巧,壬

のデータ交換入出力装置の装備,4,000字クラスのCRTの開

発4),更にはこれらのサポート ソフトウェアの開発により,

システムの高度化に十分対処できるものである｡HIDIC 80を

導入したシングル系から出発し業務の拡大,系統の拡大に伴

つて.このシステムを成長させ,大規模システムとなった時

点で,二重系,三重系を構成できる点で,このHIDIC 80は電

力系統制御用計算機システムとしては最適のものであると考

える｡

ソフトウエアにつし､ても,電力系統制御に最適なProblem

Oriented La叩uage(POL)の開発により,ユーザー サイ

ドで至里解のしやすい,またメインテナンスしやすいソフトウ

エア作成が答易となF),大きな効果をもたらすものと考える｡

12

磁気ドラム

周辺機器群

CRT付
オペレーターズ
コンソール

系 統..盤

注二DXI/0=データ交換入出力装置

IOP=入出力制御装置

CJC-M=多重通信制御装置

SW=スイッチ

CRT=Cathode Ray Tub8ディスプレイ

CLC-S=通信制御装置

図8 HIDIC700を用いた大規

模システム例 100-200箇所の

発･変電所を対象とする大規模シス

テムを従来の卜‖D】C 700系で組んだと

きのブロック図を示すもので,フロ

ントエンドとホストとの組み合わせ

になっている｡

山 結 言

最近,電力系統制御への制御用計算機の導入は,ますます

増加し,発･変電所レベルまで浸透し始めており,大形シス

テムだけでなく,′ト形システム,分散化システムなどについ

ても,更に開発を推進する必要がある｡CRTを用いた監視

制御装置へのワンチップ中央処理装置(CPU)の応用などが,

その例である｡電力系統制御に貴通な計算利子卸システムの開

発には,ユーザーのニーズを的確に把握することが大切であり,

より良いシステム作りを目指して努力したい｡

終わりに,本システムを開発するに当たl),多数関係各位

の御協力をいただいた｡ここに深謝の意を表わす次第である｡
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